
人工知能（AI）により、経過記録を処理することで、アセスメント時のリスクの見落
としを減らすと同時に、リスクアセスメントシートの作成・共有・管理を支援します。

A Iによる経過記録の見落とし予防とアセスメント

言語系AIによる3つの機能（①～③）により、リスクアセスメントの以下のような悩み
を軽減します。

1)ケースが長期化すると、経過記録が長くなり、担当者以外は詳細が分からなくなる。
2)長期のケースでは記憶に頼ってしまう。漏れが重大事件につながらないか心配。
3)管理者は、部下が行う多数のアセスメント結果の詳細を、チェックしきれていない。
4)システムが無く、経過記録や過去のアセスメント結果が共有できていない。
5)経験豊富な職員が少なく、迷った時に、参考にできるものが少ない。
6)過去に似た事例があっても、すぐに探せないので、過去の事例が活かされていない。

リスクアセスメント結果の管理機能

過去のリスクアセスメント結果を一覧表示し管理できます。入力した経過記録もバックアップ保存可能。
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リスクアセスメントシート作成

システムの全体像

政策基礎研究所の取得資格等 子ども子育ての業務実績と機密保持体制によりお客様を支援します

ＩＳＯ９００１
認証取得

プライバシーマーク
認証取得

お問い合わせ先：
〒110-0016 東京都台東区台東1-24-1-7F
（株）政策基礎研究所

AI・統計グループ 03-6280-3569
ホームページ：http://doctoral.co.jp/
メール：yajima@doctoral.jp 担当：矢嶋

LGWAN上のシステムのためセキュリティが高く、各職員様のPCからアクセスでき、情報の共有も容易です。

STEP1 リスク項目に関連する文章を自動抽出

AIが経過記録からリスクに関連する⽂章を抽出し、リス
クのレベルを⾃動で選定。

ユーザーが確認・変更した上で、リスクアセスメントシートを出⼒・保存。

STEP2 リスクアセスメントシート作成

（注）

特許取得済
現在、リスクアセスメントシートは東京都版。国による「一時保護決定に向け
てのアセスメントシート」を踏襲した全国版にも改修可能。

※非機能要件に応じて冗長化にも対応可能。
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